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論文審査の要旨 

 

外傷や骨腫瘍摘出後の骨欠損治療に、人工骨に培養骨髄細胞を搭載する方法

が臨床応用されてきたが、骨癒合までに時間がかかるという課題があった。今

回申請者は、この問題を解決するために、高い骨形成能をもつ細胞シートを用

い、その有用性を検討した。 

ラットの骨髄細胞を骨芽細胞に分化・誘導し細胞シートを作成し、従来型の

培養人工骨と組み合わせることで、より旺盛な骨形成能を付与できるかどうか

検討した。さらにラット大腿骨に骨欠損モデルを作製し培養人工骨に細胞シー

トを併用することの有用性を検討した。シート培養人工骨群は培養人工骨単独

群およびシート単独群と比べ有意に高い ALP 活性値・オステオカルシン値を示

した。骨欠損モデルにおいて培養人工骨単独で骨癒合は得られなかったが、培

養人工骨と細胞シートの組み合わせることで骨形成は良好であった。骨癒合が

得られた群では、力学試験で培養人工骨単独群と比較して有意に高い圧縮剛性

が認められた。以上により培養人工骨を細胞シートと共に移植することで培養

人工骨にさらなる骨形成能を付与できることが明らかになった。 

 本研究は、骨欠損再建における新しい方法を確立したという点で、整形外科

学の進歩に寄与する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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